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環境だより 《詳細》
リサイクル清掃課
　◯286122

私たちが「捨てた」「生かした」ごみ

平成15年度　室蘭市のごみの量　（　）内は前年度比

皆さんが出したごみの量

平成15年度に出たごみの量は全部で41,524トン。皆さんの協力によ
り、昨年度と比べ1,822トン減少しました。平成15年度から処理を
始めた西胆振地域廃棄物広域処理施設（メルトタワー21）では環境
にやさしい最新の処理方法を導入。焼却処理できるものが増え、埋
立処分するごみの量が減りました。今後もごみの減量化・リサイク
ルに取り組み、施設を大切に利用しましょう。

ごみ全体量
41,524t（－1,822t）

空き缶
373t（－34t）

空きびん
708t（－46t）

ペットボトル
216t（－38t）

紙パック
333t（±30t）

資源物の量
全体量1,300t（－88t）

事業系ごみ
20,789t（－1,885t）

燃やせるごみ
17,886t（－166t）

燃やせないごみ
2,903t（－1,719t）

家庭系ごみ
20,735t（＋63t）

メルトタワー21
焼却処分

38,393t（＋8,306t）

神代最終処分場
埋立処分

5,013t（－10,727t）

燃やせるごみ
17,457t（＋435t）

燃やせないごみ
3,278t（－372t）

　平成15年より、「資源有効利用
促進法」に基づいて、家庭のパソ
コンを再資源化する制度が始まり
ました。これまで市では、使用済
みパソコンの受け入れを行ってい
ましたが、再資源化を推進するた
め、平成17年１月から受け入れを
しません。ご協力をお願いします。
回収には費用がかかります。詳細
はお問い合わせください。

《詳細》
㈱ＮＴＴ－ＭＥ北海道室蘭支店
R&S推進担当　
　○5190、ホームページhttp://
www.me-hokkaido.co.jp/
※各メーカーに直接問い合わせる
場合は、有限責任中間法人パソコ
ン３R推進センターのホームペー
ジ（http://www.pc3r.jp/index.html）
で連絡先を確認してください。

（燃やせないごみとして収
集したもので焼却可能なご
みを含む）

（焼却処分による残渣など
1,882tを含む）

１世帯が１年間に出した量
１人が１年間に出した量
１人が１日に出した量

４７２ｋｇ
２１６ｋｇ
５９３ｇ

４４１ｋｇ
２０４ｋｇ
５６０ｇ

４４１ｋｇ
２０７ｋｇ
５６７ｇ

13年度 14年度 15年度

45

ざん さ



９

室蘭市役所エコオフィスプラン（環境保全率先実行計画）１５年度実績

省エネルギー。聞きなれた言葉
ですが、意識して取り組んでい
ますか。二酸化炭素などの排出
による地球温暖化の防止や限り
あるエネルギーを残すためには、
一人ひとりの生活を見直すこと
が大切。省エネ生活は、日常生
活のちょっとした心がけから始
まります。

　市役所の事務・事業による
環境への負荷を低減するため、
平成14年２月に策定。温室効
果ガスである二酸化炭素や庁
内で使用される電気、重油・
灯油・ガソリンなどの燃料、
　　　　　水などの削減目標
　　　　　を定め、環境保全
　　　　　に取り組んでいま
　　　　　す。

　家庭用灯油タンクや配管が
古くなり、油が漏れて河川や
海などを汚染する事例が増え
ています。火災や環境汚染防
止のため、灯油タンクを設置
している人は、日ごろからタ
ンクの点検や灯油の減り方な
どに注意しましょう。異状に
気づいた場合は、灯油販売店
にご相談ください。

灯油漏れがおきたら連絡を
消　防　署　○0119
環境対策課　○2225
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家庭用灯油タンクの
油漏れに注意を

エコオフィスプラン
てなに？二酸化炭素（CO2）

メ　タ　ン（CH4）

一酸化二窒素（N20）

そ の 他（HFC、SF6）

　　合　　　計

コ ピ ー 用 紙 の 削 減

電 気 使 用 量 の 削 減

水 の 使 用 量 の 削 減

冷暖房用燃料

の削減

自動車燃料削減（ガソリン・軽油）

二酸化炭素排出量の削減

灯 　 油

重 　 油

都市ガス

プロパン

36.0%減

4.4%減

11.7%減

4.6%増

6.6%減

2.9%減

28.7%増

28.1%減

5.0%減

10％削減

5％削減

22,753

21,645

184

2

44,584

41,678

30,977

1,282

2

73,939

燃料（重油、灯油、ガソリン、軽油、
都市ガス等）の燃焼などにより発生

埋め立てされた廃棄物が分解する際な
どに発生

手術の際の麻酔ガスや自動車の使用な
どにより発生

自動車のエアコン使用時などに発生

１５年度に市の事務・事業から排出された温室効果ガスの量

エコオフィスプランの達成度（基準年度11年度、目標達成年度17年度）

《詳細》環 境 対 策 課　○2225

（トン-CO2）
（基準年度11年度）

※温室効果ガスの量は、二酸化炭素の地球温暖化効果を１としたときの相対値（地球温
　暖化係数）を乗じています。
※温室効果ガス…太陽からの熱が逃げないようにして地表の温度を保つガスの総称です。
　このガスの濃度上昇が、地球温暖化の原因になると考えられています。

※施設の統廃合や委託等による減は目標から除くため、11年度実績や15年度実績から
　除いています。
※エコオフィスプランの内容及び15年度のグリーン購入実績は室蘭市ホームページ
　（http://www.city.muroran.hokkaido.jp/main/org3300.html ）をご覧ください。
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297,224

925,708

3,178,235

493,254

5,746

168,708

22,752,659
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区　　　　分 15 年 度

15年度温室効果ガス 市の事務事業での主な発生原因

11 年 度

11年度

目　標
削減率

15年度
削減率
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